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あなたのビジネスをしっかりサポート！

花巻市起業化支援センター

【問い合わせ】 本館商工労政課（☎41-3536）

　市では、新たに事業を始めたいと思ってい

る人や、新商品を開発したいと思っている事

業者をサポートするため「花巻市起業化支援

センター」を設置しています。相談は無料で

すので、お気軽にご利用ください。

市内企業や起業家をサポート

　平成８年の開設以来、多くの市内企業や起

業家を支援してきました。新規創業や課題解

決を専門のコーディネーターがサポート。業

種にこだわらず、起業の準備や事業計画の作

成支援、経営課題の相談、各種補助金活用の

ためのフォローなどを行います。

低コストで「研究開発スペース」を提供

　新技術の開発や独立、開業を目指す事業者

を対象に ▼研究室８室（４室入居中） ▼工場棟

13棟（12棟入居中） ▼賃貸工場10棟（７棟入居

中）ーを貸し出しています。（８月末時点）

　入居期間は最長５年で、事業が軌道に乗

り、市内へ展開するまで、しっかりサポート

します。これまで100社以上が入居し、セン

ターを卒業後も市内で活躍しています。

試験室や機器も利用できます

　製品の評価や品質テストに欠かすことので

きない、開放試験室や各種試験・測定機器に

ついて、市内事業者であればどなたでも利用

することができます。

　「いきなり高額な機械を導入するのは難し

い」といった、開発の初期段階での課題を解

決できます。
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清水　友治さん

（株）いわて金型技研

代表取締役

■所在地 花巻市二枚橋5-6-3

■ 開所日 月～金曜日（土日・祝日・年末年始

を除く）

■ 開所時間 午前８時30分～午後５時15分

■ 問い合わせ・予約 花巻市起業化支援セン

ター（☎26-5430）

▲ＣＮＣ三次元測定機 ▲研究室（49.5 平方㍍）
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９月１日は防災の日
自助・共助を考えよう

　災害はいつどこで起こるか分かりません。被害を完

全に防ぐことはできませんが、リスクを想定し、日頃

から備えておくことで、被害を抑えることはできます。

あらためて、「自助」・「共助」について考えてみましょう。

【問い合わせ】 本館防災危機管理課（☎41-3511）

◦ 自助…自分の手で自分や家族を守ること

◦�共助…地域や近隣の人が互いに協力して助

け合うこと

※�公助…国や自治体、消防機関など公的機関

による救助・支援のこと

　大規模災害時は、公的機関も被災し機能が麻

痺してしまうこともあり、命を守るのは、自助

７割、共助２割、公助１割といわれています。

　平成７年の阪神・淡路大震災では、倒壊した

建物から救出された人のうち、自力で脱出した

り、家族や隣人などによって救出されたりした

人が９割以上という調査結果もあります。

災害時における「自助・共助」

地域を守る自主防災組織

　自主防災組織とは、地域住民一人一人が協

力・連携し「自分たちの地域は自分たちで守る」

という考えのもと、地域で自主的に結成され

た防災組織です。本市では231の組織が活動し

ています。自主防災組織は、災害発生時の「共

助」において重要な役割を果たしています。

できることから始めましょう

緊急速報メールでは

一部の地域の表記を平仮名にします

◦災害時の自分や家族の行動を想定する

　自宅や周辺の災害リスクをハザードマップな

どで確認し、複数の避難先、移動手段、家族と

の連絡方法などについて話し合いましょう。

◦家庭備蓄品を準備する

　災害時に必要となる食料品や生活用品など

の備蓄品を準備しましょう。最低でも３日

分、できれば１週間分の備蓄品が目安です。

◦近所の人と顔の見える関係づくりをする

　災害時には地域の助け合いが重要となりま

す。日頃から隣近所の人と顔の見える関係づく

りをし、支援が必要な人を積極的に

助ける「共助」の意識を持ちましょう。

◦積極的に防災訓練に参加する

　地域で声を掛け合って市や地域が行う防災

訓練に参加しましょう。

　市では、災害発生時の避難指示について緊急

速報メールでお知らせしていますが、自動読み

上げ機能のあるスマートフォンでは、一部の地

域の漢字を自動音声が誤った読み方で読み上げ

てしまいます。緊急時に正確に情報をお伝え

するため、今後の緊急速報メール

では、一部の地域について漢字で

はなく平仮名で表記して配信しま

す。ご理解をお願いいたします。

自助　自分や家族を守るために 共助　地域で助け合う関係づくり

地域 正しい読み方 誤った読み上げ方

松園 まつぞの しょうえん

花南 かなん はなみなみ

大迫 おおはさま おおさこ

土沢 つちざわ どざわ

谷内 たにない たにうち

平仮名表記で配信する地域の例

おおはさま


